
　

人工透析用水精製システム

ＡＴ－ＭＷ シリーズ

仕様

AT-MW50

処理水量（Ｌ/H） 水温２５℃
水温　７℃

１．８ｔ／Ｈｒ～２．０ｔ／Hr

除去率
回収率（水質により変わる）
稼動圧力
運転温度
最少圧力 ＬＯプレッシャー感知
設計温度
メンブレンエレメント  TFC
本数

　ハウジング構成　　　　四次処理
ハウジング材質
フィルター数4.5インチ×２０インチ
プレＦ５μ、ＣＴＯカーボン５μ
フレーム
ＲＯポンプメーカー 多段式ＳＵＳ　ＣＲＮ５
ＲＯポンプ（ＫＷ）
モーター電圧
ＳＶバルヴメーカー ３相電磁弁
ＳＶバルヴ
制御ＢＯＸ オムロン、ＮＥＣ　ＥＴＣ
起動時オートフラッシュ機構（7/ＳＥＣ～12/SEC)

ＲＯ水タンク　制御フロート　木村ＳＳ2点式
原水ポンプ　カワモトＳＳ

供給ポンプ　カワモトＳＳ単層１００Ｖ

※条件により一部仕様が変わります。

浸漬型ＵＶランプ　　三共電気

ＲＢ２－３２６Ｓ１，１ＫＷ
ＳＣ４００Ｃ　３５Ｗ
ＮＦ２　４００Ｗ

９５％－９８％
６０％－７５％
１．２Ｍｐｓ－１．５Ｍｐｓ
１３℃－３０℃
０．２Ｍｐｓ
２５℃
ＡＧ４０４０ＴＦ，ｏｒＸＬＥ
６本
２＊２＊１＊１
ＳＵＳ３０４
２本（耐熱温度５２℃）

ＳＵＳ３０４
グルンドフォス
３．Ｏｋｗ
２０８－２３０Ｖ　３相
ＳＭＣ
３
カメマル電気製

１．２t／Ｈｒ～１．４ｔ／Ｈｒ
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また、浄水処理用途だけでなく排水再利用にも、この膜
 モジュールが用いられており、水処理用 モジュールと
 して今、最も注目されています。

親水性の高い酢酸セルロースを膜素材に
 用いていますので、透水性能を高く安定さ
 せることができます。

膜面がマイナスに荷電していますので、マイナス荷電をもった粒子
 が付着しにくく、透水性能を高保つことができます。

酢酸セルロースは、酢酸と天然物質であるセルロースから構成されていますので、環境に優
 しい 生分解性素材であり、廃棄処分が容易です 。

原水性状に応じて全量ろ過運転も可能です。

オーセンテックの特殊ＵＦシステム

高度水処理として最近注目されているＵＦ膜装置です。

特徴
１、河川水はもちろんのこと地下水、工業用水の除菌、除濁に最適な装置です。
２、従来の凝集沈殿、砂ろ過装置と比べ大幅な省スペース化が可能となります。
３、定期的な逆洗を行うことで、長期間安定した運転ができます。

薬品洗浄（クエン酸・次亜塩素酸素）をすることにより、繰り返し使用ができます。

用途

・酵素分離、発酵分離
・医薬用、無菌水、パイロジェン除去、注射用水
・地下水、表流水、工業用水、簡易水道、上水道の浄化
・ＲＯ（逆浸透膜装置の前処理
・プール、浴場の浄化
・ウィルスの除去
・食品、医薬、各種オリ除去
・ミネラルウォーター製造
・用無菌化、クロレラ濃縮
・その他

性能         分画分子量         膜材質           膜面積       処理能力     最高使用温度     P/H範囲
Ｆ５０        150,000      酢酸セルロース     5.50㎡      4,000L/hr        40℃             ４～８
ＦＮ２０      150,000      酢酸セルロース     16㎡        1,280L/hr        40℃             ４～８
ＦＥ１０      500,000       ポリエーテル        5㎡           400L/hr       　98℃             1～13
ＦＳ０３       ３0,000    　 ポリエーテル       2．１㎡        160L/hr         98℃             1～13

AT-SUF
 Series

F50

FN20

FE10
FS10

FA03 FF03

FS03 FB02

AT-SUF

(濁度１未満、０．５ＭＰａ）
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◆Ｅ－ＣＥＬＬ（ＥＤＩ）　イオン交換膜◆Ｅ－ＣＥＬＬ（ＥＤＩ）　イオン交換膜◆Ｅ－ＣＥＬＬ（ＥＤＩ）　イオン交換膜◆Ｅ－ＣＥＬＬ（ＥＤＩ）　イオン交換膜

旭硝子が1950年（昭和25年）に着手して以来、多年の研究の末、独自に開発・発展している

イオン交換膜です

イオン交換膜には以下に示すアニオン（陰イオン）交換膜とカチオン

（陽イオン）交換膜の2種類があります。厚さ＝100 ～ 200μm、

イオンの通過孔＝数Åのフィルム状のもので通過孔には、プラス

（＋）或いはマイナス（－）の交換基が導入されています。

イオン交換膜は、溶液中の電解質である各種イオンを

選択的に電気エネルギーや濃度差を利用して透過

或いは、分離させる働きがあります。

1.電気エネルギーを利用したもの ・・・電気透析

2.濃度差を利用したもの ・・・拡散透析

3.電気エネルギーと電極反応を利用したもの ・・・電解透析

●用途●用途●用途●用途

ー電気透析装置-

1.海水濃縮による食塩製造

2.井水・地下水等の塩水脱塩による飲料水（工業用水）の製造

3.酵素蛋白溶液等の脱塩精製

4.食品業界に於けるアミノ酸溶液の脱塩精製

1）分解・中和アミノ酸溶液の脱塩精製

2）排水負荷の低減及び有価成分の回収を目的とした調味廃液の脱塩精製

5.糖類溶液の脱塩精製

6.乳製品の処理

7.減塩醤油の製造

8.無機・有機薬品の脱塩精製

9.メッキ系或いは、工場排水の脱塩精製

1）N規制に伴う電気透析による脱窒素及びリサイクル

2）水不足或いは、水質低下に対する排水の脱塩再利用及び造水システム

10.置換透析

11.複分解反応

12.硫酸アルミ系廃酸の電気透析による硫酸濃縮回収及び硫酸バンドの生成

13.環境汚染水の脱塩リサイクル及び濃縮減容化処理

-拡散透析装置-

1.（硫酸・塩酸・硝酸・弗酸）等酸廃液に於ける遊離酸の回収・精製

1）N規制に伴う硝酸含有廃酸の硝酸回収

2.同上プロセスでの希土類等の脱酸精製

3.金属分含有酸廃液からの遊離酸回収

4.硫バン・PAC等の精製に対する前段酸回収処理

5.アルマイト・アルミエッチング工程から出る廃酸中の遊離酸回収

6.酸廃液中の不純物除去

-電解透析装置-

1.有機物の電解酸化或いは、還元

2.金属イオンの酸化／還元による再生

3.有価金属の電解回収

4.水電解による水素・酸素の製造

5.各種メッキ液の電解再生

6.塩類の電解による酸・アルカリの製造



●電気透析の原理は！？

電気透析は、下図に示す様に直流電力を駆動力としてイオンを移動させ、両端の電極室間に

陽イオン交換膜と陰イオン交換膜を交互に配列させ、その膜のもつ選択性を利用して、脱塩

及び濃縮を行います。

●拡散透析の原理は！？

拡散透析法は、主に金属イオンや塩類を含む酸廃液中の遊離酸回収を目的としたシステムです。

隔膜には、陰イオン交換膜を用います。

原理としては、下図に示す様に原液を下部より上昇流で流し、隣室には水を上部より下向流で流します。

両室のアニオンの温度差により隔膜（アニオン交換膜）を通じて水側へ酸が拡散移動していきます。

この時、電気的中性を保つ為に陰イオンの中で水素イオンのみが、隔膜を通過していきますが、他の

カチオン（金属イオン）は、ブロックされて殆ど通過しません。

これにより、遊離酸と金属塩類を分離する事が出来ます。

対向流で流す事により原液は上部へいくほど酸の濃度が低く、回収側は下部へ行くほど濃度が高くな

り、安定した比重勾配及び濃度勾配が形成され、長期にわたり高性能を維持することが可能です。
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